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都
政
を
担
う
現
場
の
第
一
線

で
奮
闘
し
て
い
る
組
合
員
の
み

な
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
執

行
部
一
同
、
組
合
員
の
生
活
と
権

利
、
労
働
条
件
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。 

こ
の
年
末
年
始
の
間
も
休
む

こ
と
が
許
さ
れ
な
い
の
が
私
た

ち
医
療
・
福
祉
の
職
場
で
す
。
働

い
た
組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
本
当

に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。 

 

昨
年
は
、
全
国
各
地
で
地
震
、

台
風
・
豪
雨
と
い
っ
た
災
害
が
日

本
列
島
を
襲
い
ま
し
た
。
改
め
て

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
に
対
す
る

地
方
自
治
体
の
取
り
組
み
の
重

要
さ
が
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

義
捐
金
の
取
り
組
み
、
職
員
派

遣
な
ど
、
多
く
の
組
合
員
の
み
な

さ
ん
が
奮
闘
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。 

 

都
立
病
院
の
ほ
と
ん
ど
が
災

害
拠
点
病
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
に
対
す
る
不
安
を
払
し
ょ

く
で
き
る
体
制
確
保
が
ま
す
ま

す
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
都

民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に

ご
一
緒
に
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。 

 

東
京
都
病
院
経
営
本
部
は
、
新

た
な
改
革
プ
ラ
ン
を
発
表
し
ま
し

た
。
プ
ラ
ン
で
は
、
都
立
病
院
の

地
方
独
立
行
政
法
人
化
を
検
討
す

る
と
し
て
い
ま
す
。 

都
立
病
院
の
充
実
を
求
め
る
連

絡
会
が
年
末
に
、
都
知
事
、
経
営

本
部
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
知
事

要
請
で
は
、
多
羅
尾
副
知
事
が
対

応
し
「
こ
れ
ま
で
駒
込
と
養
育
院

で
勤
務
し
て
き
た
。
都
立
病
院
は

そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
も
っ
て
役
割
を

果
た
し
都
民
の
健
康
を
守
っ
て
い

る
。
少
子
高
齢
化
の
も
と
で
患
者

サ
ー
ビ
ス
、
医
療
水
準
、
高
度
専

門
医
療
な
ど
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
病
院
経
営
に
つ
い
て
は
丁
寧

に
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
こ
た

え
ま
し
た
。 

１
月
末
に
は
新
年
度
予
算
が
発

表
さ
れ
ま
す
。「
働
き
方
改
革
」
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
職
場
の
実

態
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
業
務
量

に
見
合
う
人
員
が
配
置
さ
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
？
誰
も
が
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
め
ざ

し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
も
組
合

に
結
集
し
て
、
職
場
要
求
を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。 

衛
生
局
支
部
執
行
委
員
新
体
制 

 

支
部
長 

若
梅
晶
子
（
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
） 

副
支
部
長 

高
橋
一
人
（
保
健
政
策
部
） 

奥
山
領
華
（
多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
） 

書
記
長 

矢
吹
義
則
（
府
中
療
育
セ
ン
タ
ー
） 

書
記
次
長 

河
原
崎
利
行
（
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
） 

会
計 大

須
賀
佳
代
子
（
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
） 

執
行
委
員 

横
坂
泰
子
（
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
） 

池
田
年
弘
（
西
多
摩
保
健
所
） 

平
岩
克
敏
（
多
摩
小
平
保
健
所
） 

山
口
純
一
（
動
物
愛
護
相
談
セ
ン
タ
ー
） 

山
本
裕
子
（
府
中
療
育
セ
ン
タ
ー
） 

岡
地
博
美
（
府
中
療
育
セ
ン
タ
ー
） 

山
本
輝
美
（
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
） 

杉
森
知
子
（
府
中
療
育
セ
ン
タ
ー
） 

鎌
塚
尚
生
（
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
） 

 

２
０
１
９
年
組
合
員
の
生
活
と
権
利
、
労

働
条
件
向
上
の
た
め
に
執
行
部
一
同
奮
闘

し
ま
す
。 

新
年
明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

都
庁
職
衛
生
局
支
部 

支
部
長 

若
梅 

晶
子 

都庁職衛生局支部 

＜新春旗開き＞ 

◆２０１９年１月２２日（火） 

１８時半開始（１８時受付） 

◆都庁第１庁舎３２階 南側 

職員食堂（ユーレスト ジャパン） 

 

  

福祉保健局・病院経営本部における平成 31年度 4月 1日以

降の新規採用が以下の職種で公募承認されました 
 

技能Ⅰ 監察医補佐       1名程度（福保） 

農業技術            1名程度（福保） 

診療放射線           7名程度（福保・病経） 

理学療法士           10名程度（福保・病経） 

歯科衛生士           2名程度（福保・病経） 

臨床検査            9名程度（福保・病経） 

医療技術（臨床工学技士）    5名程度（福保・病経） 

   児童心理司 （任期付）     2名程度（福保） 

作業療法士           3名程度（病経） 

医療技術（医学物理士）     1名程度（病経） 

福祉技術            2名程度（病経） 

＊引き続き職場実態に見合う人員確保を求めていきます 

 

 

今後の主な取組 

◆２月１０日（日）北習志野駅９時集合 

 女性部「味噌づくり」（習志野市内） 

◆２月１６日（土）12：00～17：00 

都立病院独法化反対宣伝行動（国立駅前 

支部春闘討論集会（府中療育センター） 

◆３月２日（土）～３日（日） 

かっとびスキー・スノボ in 白馬♨ 

◆３月１６日（土）17：００～ 

支部退職者激励会（中野サンプラザ） 
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都
立
病
院
の
責
務
の
中
で
、
分
か
り
や
す
い

の
は
災
害
医
療
だ
ろ
う
。
近
年
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
災
害
時
に
は
拠
点

と
な
る
病
院
が
欠
か
せ
な
い
。
災
害
拠
点
病
院

に
は
高
度
な
耐
震
性
能
、
非
常
用
電
源
、
給

水
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
災
害
時
に
は
多
数
の

被
災
者
を
収
容
す
る
能
力
、
対
応
す
る
人

材
、
各
種
の
備
蓄
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
被

災
地
（
国
）
に
派
遣
す
る
チ
ー
ム
へ
の
協
力
も
、

公
的
病
院
で
あ
っ
て
こ
そ
、
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。 

 

救
急
医
療
や
過
疎
地
の
医
療
も
不
採
算
を

理
由
に
切
り
捨
て
ら
れ
な
い
。
周
産
期
医
療
、

難
病
対
策
、
障
害
者
・
高
齢
者
へ
の
対
応
な
ど

「
行
政
的
医
療
」
と
呼
ば
れ
る
不
採
算
医
療
の

実
施
は
特
に
重
要
だ
。
感
染
症
対
策
、
ワ
ク
チ

ン
行
政
へ
の
協
力
も
欠
か
せ
な
い
。 

 

都
立
病
院
に
は
高
度
な
技
術
や
設
置
を
必

要
と
す
る
検
査
や
治
療
を
行
っ
て
、
地
域
の
医

療
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
任
務
も
あ
る
。
自
治

体
内
の
医
療
関
係
者
の
指
導
・
教
育
や
、
住
民

の
教
育
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
都
立
病
院
が
担
っ
て
き
た
活
動
に
は
行

政
の
力
が
必
要
で
あ
り
、
採
算
性
が
優
先
さ

れ
る
医
療
法
人
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。 

 

独
法
化
さ
れ
て
、
病
院
の
運
営
に
都
議
会
が

関
与
で
き
な
く
な
れ
ば
行
政
と
の
連
携
が
失

わ
れ
て
、
地
域
医
療
連
携
な
ど
に
公
共
性
の

追
求
が
失
わ
れ
る
。
不
採
算
の
診
療
が
切
り

捨
て
ら
れ
れ
ば
、
受
診
困
難
が
生
ま
れ
る
こ
と

は
明
ら
か
だ
。
ま
た
、
年
間
４００
億
円
の
費
用
で

あ
る
が
、
東
京
都
の
予
算
は
２
０
１
６
年
、
一

般
会
計
歳
入
が
約
７
兆
円
、
全
会
計
で
は
約

１４
兆
円
で
あ
り
、
福
祉
大
国
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
の

国
家
予
算
を
上
回
り
、
３
兆
円
か
け
て
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
開
催
し
て
も
な
お
、
３
兆
円
の
貯
金

が
あ
る
。 

 

夕
張
市
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
自
治
体
の
経

済
破
た
ん
は
、
政
府
が
公
的
病
院
を
独
法
化

さ
せ
る
動
機
と
な
っ
て
い
る
。 

国
家
公
務
員
の
定
年
延
長
に
向
け
て
年
内

に
も
法
案
提
出
？
２
０
２
１
年
４
月
施
行
か 

６
０
歳
か
ら
給
与
７
割 

定
年
延
長
賃
金
カ
ー
ブ
抑
制 

 

日
経
新
聞
報
道
で
は
、
国
家
公
務

員
の
定
年
を
６０
歳
か
ら
６５
歳
に
延

長
す
る
た
め
の
法
案
の
概
要
が
判
明

し
た
と
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
内
容
は
、
政
府
が
国
家
公
務

員
法
や
給
与
法
の
改
正
な
ど
の
関
連

法
案
を
年
内
に
も
提
出
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
、
２
０
２
１
年
４
月
に
施
行

し
、
定
年
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
る

方
針
を
し
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。 

法
案
に
は
６０
歳
以
上
の
職
員
給

与
を
６０
歳
前
に
比
べ
、
７
割
に
抑
え

る
方
針
を
明
記
。
民
間
企
業
の
給
与

水
準
が
７
割
程
度
と
の
人
事
院
調
査

を
踏
ま
え
て
の
こ
と
。 

賃
金
カ
ー
ブ
の
見
直
し
で
は
、
６０

歳
以
上
の
給
与
の
み
を
７
割
に
抑
制

す
る
の
は
「
当
分
の
間
の
措
置
」
と
位

置
づ
け
６０
歳
未
満
と
一
体
で
抑
制

す
る
規
定
を
設
け
る
。
５０
代
か
ら

６０
代
の
給
与
水
準
が
な
だ
ら
か
に

な
る
よ
う
に
す
る
。
今
後
、
具
体
的

な
引
き
下
げ
幅
や
時
期
を
調
整
す

る
。
５０
代
か
ら
徐
々
に
給
与
水
準

を
抑
制
す
る
形
に
な
る
と
し
て
い
ま

す
。 

 

制
度
的
に
東
京
都
に
そ
の
ま
ま
反

映
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
無
年
金
期
間
が
長
期
化
す
る

中
で
現
行
の
再
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
が
急
務
と
言
え
ま
す
。 

狙
い
は
総
人
件
費
抑
制
で
人
手

不
足
解
消
か 

 

ま
た
政
府
は
、
６０
歳
未
満
の
給
与
水

準
の
抑
制
に
加
え
、
６０
歳
以
上
の
職
員

が
短
時
間
勤
務
を
選
べ
る
制
度
も
併
せ

て
導
入
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

個
人
の
体
力
や
事
情
に
合
わ
せ
た
多
様

な
働
き
方
を
可
能
に
す
る
。
一
方
、
６５

歳
ま
で
働
け
る
現
行
の
再
任
用
制
度
は

原
則
廃
止
す
る
。
定
年
の
段
階
的
な
引

き
上
げ
期
間
中
は
存
続
さ
せ
、
６５
歳
へ

の
延
長
が
完
了
し
た
時
点
で
廃
止
す
る

方
針
と
し
て
い
ま
す
。 

６０
歳
に
達
す
る
と
原
則
と
し
て
管
理

職
か
ら
外
す
「
「
管
理
監
督
職
勤
務
上

限
年
齢
（
仮
称
）
」
の
制
度
を
つ
く
る
。
専

門
性
が
高
く
後
任
を
見
つ
け
に
く
い
ポ

ス
ト
な
ど
に
限
っ
て
留
任
を
認
め
、
例
外

規
定
を
設
け
る
。
例
外
と
し
て
認
め
ら

れ
れ
ば
６０
歳
に
達
し
て
も
給
与
を
７
割

に
減
ら
す
対
象
に
は
含
め
な
い
と
し
て
い

ま
す
。 

定
年
引
き
上
げ
の
開
始
時
期
や
ペ
ー

ス
は
２１
年
度
の
６１
歳
か
ら
２
年
に
１
歳

ず
つ
引
き
上
げ
る
案
を
軸
に
検
討
。
２９

年
度
に
６５
歳
へ
の
延
長
が
完
了
す
る
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

東
京
保
険
医
協
会
が
都
立
病
院
の
独
法
化 

に
対
す
る
見
解
を
表
明 

「
都
立
病
院
独
法
化
は
誤
り
」 

 

（
東
京
保
険
医
新
聞
１１
月
号
「主
張
」よ
り
） 

 

都
立
病
院
経
営
委
員
会
は
、
２
０
１
８
年
、

東
京
都
立
病
院
を
す
べ
て
独
立
行
政
法
人
化

（
独
法
化
）
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。
都
立
病

院
の
診
療
に
関
す
る
収
支
は
均
衡
が
取
れ
て

い
る
が
、
毎
年
約
４００
億
円
を
都
の
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
て
い
る
こ
と
の
解
消
を
求
め

た
。
し
か
し
こ
の
費
用
は
災
害
対
策
や
行
政

的
医
療
な
ど
、
東
京
都
が
都
民
に
対
し
て
義

務
を
持
つ
事
業
の
費
用
で
あ
り
、
独
法
化
で

解
決
す
る
の
は
筋
違
い
で
あ
る
。
す
で
に
独
法

化
さ
れ
た
病
院
で
は
、
経
費
節
減
の
た
め
の

人
員
削
減
、
給
与
削
減
、
各
種
業
務
の
外
注

化
、
非
正
規
職
員
化
が
行
わ
れ
た
。
独
法
化

さ
れ
れ
ば
医
師
や
看
護
師
ら
、
現
職
約
７
千

人
が
非
公
務
員
と
な
る
。
増
収
の
た
め
に
は

保
険
外
の
患
者
負
担
（
紹
介
状
な
し
の
初
診

料
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
診
療
費
、
文
書

量
、
差
額
ベ
ッ
ド
料
、
分
娩
費
な
ど
）
の
増
額
、

不
採
算
部
門
の
切
り
捨
て
、
必
要
な
入
院
期

間
の
短
縮
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

経
営
委
員
会
は
都
立
８
病
院
の
あ
る
べ
き

姿
と
し
て
、
効
率
的
な
行
政
的
医
療
、
高
水

準
の
医
療
、
地
域
医
療
へ
の
貢
献
、
の
３
項
目

を
要
求
し
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は

「
柔
軟
な
人
事
や
実
績
を
反
映
さ
せ
た
給
与

設
定
な
ど
が
で
き
る
」
地
方
独
立
行
政
法
人

が
「
ふ
さ
わ
し
い
経
営
形
態
」
だ
と
し
て
い
る
。

総
務
省
が
２
０
０
８
年
１２
月
に
発
出
し
た
公

立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
た
方
針

で
あ
る
が
、
都
議
会
に
は
採
算
重
視
は
公
共

医
療
の
切
り
捨
て
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
独
法

化
に
反
対
す
る
意
見
も
あ
る
。 

 

１
９
９
０
年
代
初
頭
の
バ
ブ
ル
崩
壊
の

時
、
政
府
は
経
済
刺
激
策
と
し
て
、
地

方
自
治
体
の
公
共
事
業
投
資
を
奨
励

し
た
。
と
こ
ろ
が
政
府
は
費
用
を
補
て

ん
す
る
ど
こ
ろ
か
、
０
１
年
年
度
か
ら
０
７

年
度
の
間
に
、
地
方
交
付
税
を
年
間

６
・２
兆
円
も
圧
縮
し
た
。
こ
の
差
額
は

が
０
７
年
に
は
累
積
２
０
０
兆
円
に
も
な

り
、
今
日
の
地
方
自
治
体
債
務
の
真

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
も
と
も
と
地
方
交
付
税

を
受
け
取
ら
な
い
、
裕
福
な
東
京
都

に
は
無
関
係
の
は
な
し
で
あ
る
。
政
府

が
消
費
税
と
同
額
の
法
人
減
税
を
続

け
な
が
ら
福
祉
を
切
り
捨
て
て
い
る

方
針
に
従
う
必
要
は
な
い
。 

     

東
京
保
険
医
協
会
は
、
東
京
都
で
開
業
・
勤

務
す
る
保
険
医
を
対
象
と
し
た
会
員
制
の
任

意
団
体
。
国
民
の
健
康
と
医
療
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
１
９
６
３
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。 

今年も力合わせ

要求実現を！ 

 

   


